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○　移住セミナー
　上田地域で初のオンラインによる移住セミナー「暮らす・働くをまるっとご紹介」を市町村と協力して12月20
日に開催した（10組参加）。先輩移住者、キャリアコーディネーター及び長野県宅地建物取引業協会の方々
にゲスト参加いただき、上田地域での暮らしの体験談や求人・住宅情報などの具体的な相談に対応すると
ともに、各市町村の移住関係資料の送付による情報提供を実施した。参加者からは直別会話ができネット
では得られない情報が得られたとの声が寄せられ、移住の実現に向けたきっかけづくりができた。また、昨
年度中止となったセミナ―申込者が再度申込・参加するなど、セミナーによる情報収集に対する期待が感じ
られた。
○　移住希望者のニーズ等の研究
　移住セミナー参加者アンケート調査を実施し、移住希望者が地方暮らしで重視することや行政に求める支
援策等を把握し市町村と共有した。【重視すること】自然環境、収入、【支援策：雇用】住宅、移住支援策等の情報

今後の方向性
　地方移住への関心が高まっていることから、引き続き移住促進の取組みを継続する。地域とし
ては子育て世代をターゲットした施策を推進する。併せて、市町村の特性に合わせた移住施策
を構築できるよう、各種調査の分析や定性情報収集を強化していく。
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移住者数 139人以上
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事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

移住セミナーの開催
管内４市町村合同によるセミ
ナーを開催

59,634 講師等謝金、事務費

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　若者や子育て世代にターゲットを絞り、上田地域へ訪れてもらい直接上田地域の魅力を伝え
るとともに、ニーズや上田地域の強みの分析を行い今後の施策の参考とし、移住・交流を促進
する。

現 状 と
課 題

　上田地域への移住者数は平成30年度まで増加傾向であったが、令和元年度の上半期は対前
年同期比で減少し、通年でも減少する可能性が高い。
　令和元年度に実施した移住体験ツアー参加者のアンケート結果から、上田地域の魅力は「自
然環境」であり、不安に感じることは「雇用情勢」であった。
　町村が単独で開催する移住希望者向けイベントには参加者が集まりづらく、町村部の魅力を
移住希望者に伝える機会が少ない。
　新型コロナ感染症の感染が拡大する中で地方移住への関心が高まっている一方、感染が拡
大している地域の住民との直接的な交流を伴う移住体験ツアー等の開催は慎重を要することか
ら、オンラインを活用した移住促進の取組が必要。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　移住セミナーの開催
　移住を検討している全国の方々に「上田地域」としてＰＲできるよう、管内４市町村と合同で移
住セミナーをオンラインで開催する。管内の移住者から体験談をお話いただくほか、移住希望者
の「雇用」への不安に対応するため、キャリアコーディネーター等の相談も併せて実施する。

２　移住希望者のニーズ等の研究
　移住体験ツアー及び移住セミナーの参加者や市町村が開催するセミナーの参加者に対しアン
ケート調査を行いニーズや上田地域の強みを分析するとともに、移住希望者への有効な情報発
信方法を研究する。
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横断的な課題 ３交流と地消地産や産業振興による地域の活性化

地域重点政策 ４結節点という立地を生かした住環境整備・移住推進 上田地域振興局
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